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研究成果の概要（和文）：当該研究においてはアジアでは東ティモール、インドネシアの幼児教育から高等教育
を対象に、アフリカではザンビア共和国の幼児教育から初等教育を対象として現地調査を実施した。特に言語と
数学の関連性、学校外での生活と数学の関わりについて注目して、各学校種において教師・児童、生徒へのイン
タビュー調査、数学の授業観察、教師、児童、生徒へ質問紙調査を行った。それらの分析の結果、ザンビアや東
ティモールでは教授言語と生活言語が異なるために、その言語的な困難性が数学の学習達成度に影響を与えてい
ることが浮き彫りとなった。ザンビアではその困難性を乗り越える為にかけ算の授業研究の研修を実施し、教育
の質の向上に寄与した。

研究成果の概要（英文）：The researcher conducted several-time fieldworks to reveal the connection 
between children's life and mathematics and between languages and mathematics by lesson 
observations, interviews and questionnaire toward teachers and children in the East Timor, Indonesia
 and Zambia. The influence of languages toward mathematics learning attainment or process of 
learning was revealed through the analysis of the data obtained. Especially for educational 
interventions in this regard, the researcher held a seminar for better understanding of 
multiplication for grade two children with local teachers in Zambia and examined the effectiveness 
and challenges of the planned and implemented lessons by teachers. All of the research outcomes of 
the research were presented in oral presentations in/out of Japan and domestic journals. 

研究分野： 数学教育開発
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１．研究開始当初の背景 
(1)開発途上国への良質な教育の享受を達成
させることが国際社会で求められる． 
(2)良質な教育を希求する授業ベースのカリ
キュラム開発の意義と貢献が日本に求めら
れる． 
(3)(1)，(2)を踏まえた数学カリキュラム開発
のために子どもの文化性や社会性と算数・数
学をつなぐ取り組みが必要である.  
 
２．研究の目的 
・多言語地域における子どもの生活と数学を
結びつける授業を展開し，有効性を分析する． 
・多言語地域の授業分析から共通性・相違点
を見出し，数学カリキュラム開発を行う． 
 
３．研究の方法 
 研究の目的は多言語地域における文化
性・社会性（子どもの生活）に関連づけられ
た数学の 授業改善を行い，開発途上国にお
ける数学カリキュラムの再考と開発を行う
ことである． 
 
４．研究成果 
 ザンビアにおいてはかけ算の授業におけ
る数学カリキュラムを再考し，数の認識やサ
ビタイジング能力を意識し，言語的な困難性
を和らげる，具体物と半具体物の使用に合わ
せて，それらと言語，記号とも関連づけるカ
リキュラム開発を教師たちと計画・実施し，
それらの内容を反省した.ネパールと東ティ
モールに関しては，児童・生徒の学習達成度
調査を実施し，また授業見学を行い，学習達
成度と教授言語と生活言語の相違の影響に
ついて分析することができた.また東ティモ
ールに関しては，大学の教員たちへのインタ
ビューを通して，教授言語の変遷による 
数学の指導の困難性とともに，学生，生徒の
学習達成度の深刻な状況が浮かび上がって
きた.ライフヒストリー調査を通して，国家の
言語が変化することに伴い，個人の認知や認
識にも言語が影響を与えていることが明ら
かになった.一方で，若年層の生徒たちは生活
言語とは異なっているが一貫した教授言語
で学校生活を送っている為，認知的負荷が低
いことも明らかになった.全ての国を通して，
言語が数学の理解に多大に影響を与えてい
ることが明らかになった.ザンビアの事例を
通しては，言語とともに，数学の理解を促進
する，具体物と半具体物の使用と，それらに
合わせた言語と記号の使用，それらを往還し
て理解度を高めていくという示唆が得られ
た.他国の教科書や授業からも，言語的負荷が
あるにも関わらず，記号の使用が低学年から
行われ，抽象度が高いことが明らかになった.
これらに対しては具体的で視覚的なものを
使い，繰り返し指導をしていくこと（カリキ
ュラム開発における改善）とともに，教授法
の改善（低学年の授業における講義型の授業
からの脱出）が示唆された. 
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